
② 検索結果から読みたい資料を選ぶ

論文が読みたい
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絞り込み機能

本文あり

大学が契約する電子ジャーナル
やオープンアクセス論文により
ウェブ上で本文が読めるものは
「本文あり」と表示される。論
文タイトルをクリックすると、
①直接出版社サイトに飛ぶか、
②ナビゲーション画面
（HERMES-Link）経由で本文
を入手できる。

本文なし

本文あり

雑誌論文のみ表示
させたい場合はこ
ちらから絞り込む。 文献情報のみ

ウェブ上で本文が読めないもの
は「文献情報のみ」と表示され
る。この場合も論文タイトルを
クリックし、ナビゲーション画
面（HERMES-Link）から電子
ジャーナルや冊子体の所蔵があ
るか確認する。なければ他大学
からコピーの取寄せを検討する。

▶HERMES-Linkや他大学から
のコピー取寄せ等の詳細は裏
面へ
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HERMES-Searchで検索する

HERMES-Searchへのアクセス① キーワードを入れて検索する

キーワードを入力して をクリック

 キーワードの例
著者名
テーマやトピック（環境問題、SNS etc.）
特定の論文のタイトル

HERMES-Searchでは論
文以外の様々な資料も検
索対象となる。論文だけ
を検索するには「詳細検
索」や検索後の絞り込み
（下記参照）を行う。

検索のコツ

自治体 子育て 支援制度

図書館ウェブサイトトップページにある
検索ボックスがHERMES-Search。
▼図書館ウェブサイト

https://www.lib.hit-u.ac.jp/

! キャンパス外*から利用した際には、
一橋認証ID シングルサインオンの
ログイン画面が表示される。一橋認
証IDとパスワードを入力してログイ
ンする。こちらでログインすること
により、学内構成員の方が利用可能
な資料や文献の検索漏れがなくなる。

▶詳細は、以下「リモートアクセス」を参照
https://www.lib.hit-u.ac.jp/retrieval/e_resource/remote-access/

資料や文献の検索には、本学の所蔵資料、電子ジャーナル、電子ブック、各種文献情報等から幅広く検索可能な
HERMES-Search（図書館ウェブサイトトップページ検索窓）をおすすめします（論文や記事単位の検索も可能です）。
検索の結果、本学の所蔵資料の場合は、検索結果をHERMES-Catalogに引継ぎ、詳細な所蔵情報を表示します。

*キャンパス外とは、学内ネットワークに接続していない状態を指す。
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③ 本文を入手する（HERMES-Link）

HERMES-Searchの検索結果で論文のタイトルをクリックすると、以下のようなHERMES-Linkの画
面に移る場合がある。ここからウェブ上で読むことができる本文へのアクセスや、冊子体の所蔵検
索、文献複写の申し込みが可能。

「ウェブで本文を見る」もしくは「出版社サイトを見
る」というアイコンが表示されれば、クリックした先
で本文を入手できる。一つの論文でも、入手先が複数
表示される場合もある。

探している論文の書誌情報。論文タイトル、著者名、
掲載誌、掲載誌のISSN、発行年月日、巻号、ページ
が確認できる。

検索がうまくいかない場合には

▼検索キーワードを変えてみる
テーマやトピックをキーワードにしている場合、検索
対象が広すぎたり、逆に狭すぎることがある。キー
ワードを変えると検索結果も変わるので、まずはひと
手間かけてみるとよい。
①同義語・関連語に言い換える

「会社」→「企業」「法人」
②上位語・下位語に言い換える

「大学」→「学校」（上位語）
→「国立大学」（下位語）

キーワードを考える過程で
・自分の問いを整理する
・テーマを絞り込む
ことができる!

オープンアクセス版とは

HERMES-Searchの検索結果に「オープンアクセス
版」へのリンクが表示される場合がある。

オープンアクセス版とは、インターネットを介して無
料でアクセスでき、著者等の設定した条件のもと再利
用ができる版のこと。オープンアクセス版には、雑誌
に掲載された出版社版とは異なる著者版や、査読前論
文、プレプリントが含まれているので、引用時には注
意する。

オープンアクセスについて、詳しくは、
以下のページを参照。
https://www.lib.hit-u.ac.jp/about/seika/openaccess/

ウェブ上で読める本文がない場合には、表示されるス
テップに従い本文の入手方法を検討する。

Step1. 一橋大学の所蔵を探す
→冊子体の所蔵が学内にあるか、HERMES-Catalog*

で確認する。
*冊子体の学内蔵書に特化したデータベース。

Step2. 国内の機関リポジトリを探す
Step3. その他の情報源から探す
Step4. 他機関からの文献取寄せを依頼する（有料）
→冊子体の所蔵もなければ、他大学から

コピーを取り寄せる。詳しくは以下の
「他機関への複写依頼・図書取寄依頼」
を参照。
https://www.lib.hit-u.ac.jp/services/materials/ill/


